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イカリヨツボシクラゲ(刺胞動物,ヒドロ虫類)の模式産地での

83年ぶりの再出現と北日本からの新産地およびGFP分布パターン
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Rediscovery of Pandeopsis ikarii (Cnidaria, Hydrozoa) from the type locality

after 83 years and a new locality record from northern Japan,

with re赴rence to a new GFP distribution pattern
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Abstract. On August 23, 2011, a medusa of Pandeopsis ikarii (Uchida) was collected

from the type locality in Tanabe Bay, Wakayama Prefecture after 83 years of absence

of this species, and on the same date the largest medusa of this species in Japan was

captured at Kamo, Yamagata Prefecture, northern Japan as a new locality record. The

morphology of these two specimens and GFP distribution pattern is described.

Key words: type locality, new locality record, new GFP distribution pattern,

Pandeopsis ikarii.

(要約)

201 1年 8 月 23 日に希少種の イカリヨツボシクラゲが模式産地の和歌山県田辺湾 (83 年ぶ り) と新産

地の山形県加茂で同日に 1 個体ずつ採集 されたので, それらの形態 とG FP の分布パ ターンをあわせて記

録する.

はじ桝こ　　　　　　　　　　された2個体に基づき新種記載された(Uchida,

1927).その後,同じ採集者(京都大学瀬戸臨

イカリヨツボシクラゲpandeopsisikarii町chida)　海実験所勤務の井狩二郎氏)が同じ田辺湾より

は,和歌山県田辺湾から1924年10月に採取　1927年11月と12月,そして1928年7月に再
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び本種の標本を得ている(山田1983).多様な

分類群の海洋プランクトン図鑑をまとめた山

路(1966)は,本種を田辺湾の稀な種として取

り扱っている(Yamaji, 1958).その後の本種の

日本各地での出現は途絶えるが,近年になって

対馬浅茅湾(久保田, 2004)とトカラ列島の諏

訪之瀬島から記録されたが,南西諸島全体で

の調査ではめったにとれていないこと(Kubota,

2006)や模式産地の和歌山県田辺湾からの近年

の度重なる熱心なサンプリングでも採取されて

いないほどの希少種である(久保田, 2008;河

村ほか, 2009).

今回,模式産地とそこから遠く離れた山形県

加茂から同時(同日)に本種が採取されたので,

その形態とまだ本種に関して報告のないGFP

の分布を記録する.

材料と方法

2011年8月23日,和歌山県田辺湾の湾奥(レ

ストランまる長前)と山形県加茂で,本種がプ

ランクトンネット曳きにより1個体ずつ採取さ

れた.それぞれの生体の測定と写真撮影を行い,

生きた状態のまま採集直後にGFPの分布を蛍

光顕微鏡で調べた.

結果と考察

和歌山県田辺湾や山形県加茂および南西諸島

などでの度重なる熱心なサンプリングでもめっ

たに採取されたことのないイカリヨツボシクラ

ゲが,今回,模式産地(和歌山県田辺湾)と新

産地(山形県加茂)で1個体ずつではあるが採

図1,2.和歌山県田辺湾から採取されたイカリヨツポシクラゲ(1)とそのGFP分布パター
ン(2).傘径2.2mm.

Figs. l , l. Pandeopsisi ikarii from Tanabe Bay, Wakayama Prefecture, Japan and its GFP distribution.

Umbrellar diameter 2.2 mm.
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取された.それらの共通の形態は,傘は鐘状で,

傘頂のゼラチン質は厚い.口柄支持柄はなく,

口柄は傘口から突出しない. 4口唇は単純で十

字形.放射管を4本有する.よく発達したクラ

ゲは,複数の触手(4本以上)と多数の傘緑癌

があり,それらのそれぞれの外面には1個ずつ

の眼点がある(図1, 3).田辺湾産と加茂産のそ

れぞれの個体は,傘径2.74mmと5.15mm,触

手数は5本(5本目が短く伸長し始めている)

と8本, 12個の傘緑癌と8個の傘緑癌,口柄に

は全体で4黒点,多数の黒点があった.よって

後者は前者の,丁度, 2倍の形態をしていると

いえる.

模式標本(2個体は,それぞれ傘径4.2mm, 2.2

mm;触手数S, 4;傘緑癌12, 12)と今回の2個

体を比較すると,模式産地から新たに83年ぶ

りに採取された個体は模式標本の小型個体とほ

ぼ同じ形態をしており,一方,新産地の個体は

最大個体であったが,触手数は模式標本の大型

個体と同じく8本のままであった.しかし,和

名にも示されてある口柄の黒点の数は個体変異

が大きく,大型になると数が増えるものと推察

される(図3).

ヒドロクラゲ類のGFPの分布パターンは,義

近,多くの種類で検査され, 16パターンが区

別されているが(Kubota, 2010, 2011),本種は

系統の離れたカラカサクラゲLiriope tetraphylla

と同じ様なパタ-ンを示した.つまり,口柄・

内傘・触手痛・触手・傘縁癌・傘縁(本種の場

合は環状管)に緑色の蛍光があった(図2).中

隊と外傘にも,薄くて判別しにくいが,蛍光が

あるようで,この場合は全ての体部位に緑色の

蛍光があり,本種が新しいGFPの分布パター

ン(17番目)を示すことになる.

今回の発見で,本種の我が国での地理的分布

はたいへん広く,鹿児島県から山形県まで点々

とではあるが分布していることが判明した.山

形県からは初記録となる(村上2008).これま

で本種が採取された個体数は少ないが,今後,

日本各地で発見される可能性がある.

本種は1属1種の変り種の種であり,

pandeopsis scutigea Kramp, 1959と同種といわ

れているが(Kramp, 1961; 1968),その場合,戟

が国特産ではなく, p. scutigeaが記録されてい
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るシャム湾,ジャワ海,フィリピン群島などの

東南アジア海域と,飛んでニュージーランド北

方のケルマテック諸島から報告されていること

になる.それらも含めると,本種の傘径は最大

で4.5mmで,今回の加茂産のものとほとんど

同じサイズだが,触手は我が国のもーのより少し

多く, 16本になる.
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